
Fig3:Temporal behavior of the cumulative weights 

of tritium produced, absorbed in the inner/outer Zr, 

remains as gas in case of Nin=0 and Nout=20. 
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1.緒言 

核融合原型炉への初期装荷・保有トリチウム(T)の供給方法として、

高温ガス炉に Li を装荷し⁶Li(n,α)T 反応により T を製造する手法を

提案している[1]。現在、JRR-3[2]、HTTR(高温工学試験研究炉)[3]を用

いた照射試験による石英容器内アルミナ試験体の T 閉じ込め性能、及

び T 製造の確認を検討している。本研究では、アルミナ試験体の T 閉

じ込め性能を評価するために、アルミナ-石英 2 重構造を利用した実験

法を検討したので報告する。 

2.計算体系・モデル 

 試験体の概略図を Fig.1 に示す。試験体の構造は(b)アルミナ容器内に
(c) LiAlO2と(d) Ni 被覆をした Zr を入れ、アルミナ容器を封止すること
でアルミナ試験体とした。アルミナ試験体と(d) Ni被覆をしたZrを(a) の
ように石英容器に装荷し封止する。試験体は HTTR の照射用カラムに複
数装荷する。照射試験の条件として温度 600℃、中性子束 5.9×1013 /cm2/s、
装荷する LiAlO2は 3 mg、30 日の照射期間と 90 日の照射停止期間を 1

サイクルとして 3 サイクルと想定した。また、Ni 被覆をした Zr の拡散
係数、溶解度係数は実験値[4]を、アルミナの拡散係数、溶解度係数は文
献値[5]を使用した。アルミナ試験体内/外の Zr 球数(Nin/Nout)を変更し、
照射試験においてアルミナ試験体のT閉じ込め性能を評価する実験法を
検討した。 

3.検討結果 

 Fig.2 にアルミナ試験体中空部、アルミナ容器中、石英容器-アルミナ

試験体間の各領域に存在する T 量の時間発展を示す。Nin=0,Nout=0 とし

た。石英容器-アルミナ試験体間の空間の体積は中空部の約 6 倍であり、

また Fig.2から石英容器-アルミナ試験体間の T量も中空部の T量のおよ

そ 6 倍となった。このことから、試験体に Zr を装荷しなければ、アル

ミナ試験体内圧とアルミナ試験体外圧が近い値となることがわかる。ア

ルミナ試験体内に T を閉じ込めるにはアルミナ試験体内への Zr の装荷

が必要である。あああああああああああああああああああああああ 

Fig.3 にアルミナ試験体中空部、アルミナ容器中、石英容器-アルミナ

試験体間、アルミナ試験体外 Zr 内の各領域に存在する T 量の時間発展

を示す。Nin=0,Nout=20 とした。Fig.3 からアルミナ試験体内に Zr を装荷

しなければ、T のほとんどがアルミナ試験体から石英容器内に流失して

しまうことがわかる。ああああああああああああああああああああああ  

発表では、解析をする際に考慮すべきアルミナ試験体の封止性能やア

ルミナ試験体の T 閉じ込め性能をより詳細に評価するための実験法に

ついて議論する。 
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Fig.1:(a)Schematic view of the alumina-quartz 

double-layered specimen and photos of (b)Al2O3 

and (c)LiAlO2, (d)Zr spheres with Ni coating. 

Fig2:Temporal behavior of the cumulative weights 

of tritium produced, absorbed in the inner/outer Zr, 

remains as gas in case of  Nin=0 and Nout=0. 


